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次
の
五
十
年
に
向
け
て
！ 

   

十
月
二
十
二
日
（
日
） 

快
晴
の
下 

「
開
校
百
五
十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催 

 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

保
護
者
の
皆
様 

地
域
の
皆
様 

こ
れ 

か
ら
も
応
援 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

            
 

                        

原井の三則 
☆場を清める 
☆時間秩序を正す 
☆人間関係を高める 

 

 
第２１２号  令和５年 

１１月１０日（金） 
発行・原井小学校 

TEL２２－０８６３ 

「開校百五十周年記念式典」校長式辞 
 

□ 2023年  原井小学校が 誕生して 150年。 

 本日 本校の卒業生である 浜田市長 久保田 章市 様。 

 同じく 卒業生である 書家 戸津川 政世 様。 

 そして 浜田市教育委員会 教育長 岡田 泰宏様をはじめ 保護者の皆様，地域の 

皆様をお迎えし 「開校百五十周年」を みんなで お祝いできますことを 心より  

感謝申しあげます。 

 

□ さて 児童のみなさん！  

私は 今日も みなさんの心の中に 「よし やるぞ！」という 種を 蒔きたいと  

思っています。みなさんは 10年後，20年後，50年後，どんな 花を 咲かせたい 

ですか？ 

どんな花を咲かせるのか それを決めるのは みなさん自身です。 

  そして その花を 咲かせるのも みなさん自身です 

  難しいことばで言うと 「志を立て 志を成す」と言います。 

     （例えば 学校の先生になって みんなが笑顔で過ごせるようにしたい！） 

 

□ 私は みなさんが 「志を立て 志を成す」ために 大切にしてほしい ことばを  

戸津川先生に 書いていただきました。 

  「志を立て，志を成す」ということは 自分自身の 未来への挑戦です。 

    簡単なことでは ありません！ 

 でも 百五十年の 永きに亘り 「原井の三則」「腰骨を立てる」「スタインウエイ 

ピアノ」 多くの 歴史・文化・伝統を 引き継いできた この 原井小学校で学ぶ  

みなさんなら きっと  一人一人 みんな違って みんないい 自分らしい 素敵な 

花を 咲かせることができる！ 私は そう 信じています。 

 

□ 児童のみなさん 『世に立つ力 養わん わが学び舎の名を 挙げん』これからも  

毎朝 元気よく 校歌を歌いながら，ここに書かれたことばの意味を考えながら  

自分の未来を つくり出していきましょう！ 

 

□ 保護者の皆様 地域の皆様  『念ずれば 花 開く』 

  どうか これからも 「ふるさと浜田」 「母校 原井小学校」の未来を担う 子ども 

たちの 応援を よろしくお願いします。 

    原井小学校は 次の五十年に向け 皆さんとともに 新たな第一歩を力強く 踏み 

出すことを お誓い申しあげ わたくしの 式辞といたします。 

 

□ 2023年 10月 22日   浜田市立 原井小学校 第五十代 校長 上部孝雄 
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「
原
井
の
宝
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」 

の
由
来
に
つ
い
て
は 

「
学
校
だ
よ
り
の 

九
月
号
」
で
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が 

今
回
は 

「
体
育
館
」
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。（
大
好
評
で
し
た
） 

地
域
の
皆
様
方
の 

思
い
が
詰
ま
っ
た 

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」
を
活
用

し
た
授
業
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
取
組
を 

今
後
も
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

●
卒
業
ま
で
に 

一
曲
弾
い
て
み
よ
う  

●
「
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
」
が 

目
標
！ 

 
 等
々 

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
は
か
な
り 

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

                

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
に
引
き
続
き 

各

教
室
で 

「
未
来
の
浜
田
は
？
」「
原
井
校

か
る
た
」「
昔
の
原
井
小
は
？
」
等 

学
習

公
開
を
行
い
ま
し
た
。 

 

四
年
生
は 

「
浜
っ
子
ハ
イ
ヤ
の
会
」
の 

東
さ
ん 

田
中
さ
ん
に 

ご
指
導
を
い
た

だ
き 

ハ
イ
ヤ
節
の
歴
史
や
踊
り
を
学
び 

ま
し
た
。「
学
習
発
表
会
」
で
学
ん
だ
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

午
後
か
ら
行
っ
た
「
学
校
公
開
」
で
は 

「
卒
業
写
真
」
や
「
絵
画
」
等
を
懐
か
し

そ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
姿
に
接
し
「
公
開 

し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
が 

で
き

ま
し
た
。
今
回
あ
ら
た
に
掲
げ
た
「
書
」

を
含
め
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に 

見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

「
港
を
漕
ぎ
出
す
船
の
よ
う
に
力
強
く
」 

と
い
う
願
い
を
形
に
「
港
」
を
表
し
て 

い
ま
す
。
次
の
五
十
年
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

「
人
生
二
度
な
し
」
子
ど
も
た
ち
に
は 

「
志
を
立
て 

志
を
成
し
て
ほ
し
い
」
と 

願
っ
て
い
ま
す
。 

              

                         

「
侍
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
チ
」
と
し
て
活
躍 

さ
れ
た 

清
水
雅
治
さ
ん
を 

お
迎
え
し 

一
・
二
年
生
を
対
象
に 

授
業
を
行
っ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
歓
声
の
一
日
と 

な
り
ま
し
た
。 

「
学
習
公
開
」 

四
年
生
は 

み
ん
な
で 

ハ
イ
ヤ
節
！ 

校
舎
新
築
移
転
記
念
庭
園 

「
船
出
」 

 
 

 
 

こ
の
庭
は 

学
校
で
学
び
遊
ん
だ
子
供

た
ち
が
巣
立
っ
て
い
く
姿
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
学
校
の
敷
地
を
造
成
し
た
時
に 

取
り
出
し
た
流
紋
岩
を
石
組
み
に
使
い 

背
景
の
ツ
ツ
ジ
の
大
刈
込
み
は 

左
側
に

は 

も
と
も
と
こ
の
山
に
植
え
ら
れ
て
い

た
も
の
を 

右
側
に
は 

昭
和
六
十
一
年
に 

六
年
生
が
港
町
交
差
点
の
緑
地
帯
に
植
樹 

し
て
い
た
も
の
を
移
植
し
た
も
の
で
す
。 

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ 

コ
ン
サ
ー
ト 

 

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

「
統
合
」
に
伴
い
開
始
さ
れ
る
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
用
の
た
め 

体
育
館
前
の 

緑
地
に
「
乗
降
場
所
」
を 

整
備
す
る

工
事
が 

始
ま
り
ま
す
。 


